



Research on Damage of small and medium-sized Company 
in Large Earth司uake
建部謙1台へ小橋勉大田村和夫ぺ高橋郁夫時、二宮裕徳叫
Kenji TATEBE， Tsutomu KOBASHI，Kazuo TAMURA，Ikuo TAKAHASHI and Hironori NINOMIYA 
The purpose of出 sresearch is to clarify the damage of也esmall and medium-sized company in a large e訂thq田ke.
159 
A lot of companies which were damaged during a larg巴巴紅白quakein recent ye紅色 wereinvestigated by using methods of hearing 
and mailing questionna民
The main result were summarized as follows. 
1) The large building damage broke out from seismic intensity a li仕leover 5， and increas巴d合omseismic intensity a litle over 6. 
2) The building damage 10ss oflarge comp阻 yis bigger社1阻 thesmall company's. 
3) There were a 10t ofmachine damages caus巴dby slide in也ecase ofthe manufacturing，. 
4) In the case of small comp血y，the loss of building damage account志dfor over 10 percent of the gross sales. 
1 .はじめに






























































北海道十勝沖地震(2003) 153 22 
宮城県沖地震(2003) 114 9 
新潟県中越地震(2004) 107 26 
鳥取県西部地震(2000) 11 。
福岡県西方沖地震(2005) 112 21 
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図 11 建物被害額の構成(n=78) 
建築設備の被害割合
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図 12 建築設備被害の構成(n=78) 
被害割合(機械設備被害金額別)
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る。便宜上、震度 5弱は 4.75、震度 5強は 5.25、震度 6
































































量* ^ 劉 U。 5 
建物の被害金額(千万円〉
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調査方法 アンケート調査、ヒアリング調査 アンケート調査、ヒアリング調査 計
調査期間 2004年11月から12月 初日5年1月から2006年3月
調査企業 製造業、サービス業 製造業、建設業、商業






























I(カラー フリントの現住)1 0万円 卜庄の盟打ち置害 十配管の揖龍







































企茎主5 ヒト モノ 金
A 製 防災訓練を年1固から3 業者へ修理依頼 a配線、造 固に増やした・へルメツト 配管の取り換え、土里設lli! 見舞金の支給宇土 重量 による落下対策 管を地よ配管!こした
) 
B 製造 年1回の防災訓練ー 全員 業備線者はへ業従修者業理に員修依に頼理よ委・る機託手械・作配設 見舞金の支給宇土 にへJレメットを鰐入業 業修理
建物そのものには被害
c 製 種類は防を火想訓定練しでたあZった傾は通て無い路たいるの建が園確工物、保場地の等盤に修地避の理震難影を時響口行の、でっ銀行から金のの融支資給有・見舞造 が、地震を 訓練ヰ土 業 をしていく
避根難設を備徹の理底位と的点置に検ズ行レうの・修機
地盤沈下により傾いたの
D 製 特に新たな対策はしてい で謀者に依頼・備品や製造 品の保管に苦労してい ヰ寺Iニ尭~.、本土 業 ない る・機械設る備修は理業者によ
造製 天井の落ど大下吉、窓なガラスのE 年1回の防災訓練・防災 破壊な な被害・空 見舞金の支給宇土 マニュアルはある 被調害設有備、ボイラーなどに雪量 -業者による修理
1階の損傷は大きかった・亀裂の入ったところから
F 商 防災マニュアルの必要性 水が漏れてきた白事護者で使に 特に無い宇土 業 在感じる 依頼して修理幽仕
用する機よる械無類償は修メ理ー力
1棟は解体して建て直し
G 商 防災訓練は実施していな を行わなくてはいけない 特に無いヰ土 草註 し、 事態になった・配線の点検と取替え工事の実施
H 商 特に新たな対策はしてい 壁の剥離、業者に修理 宇寺l二男吾L、ヰ土 業 ない 依頼
) 
建 ヰ建屋なので、ヘルメット 室内は分書た類ち等で散整乱理して 地震保険への加入の検
ヰ土 設 などの用意はしている いTこ園自 4甫 言寸業 修
) 
医
















槽報 地 Lよる損失 冗上 ぷえ〔金 /町上〉
マニュアルの実再施検討と見直しを 40凹万円 24{意円 1.7% 
地震対策の見直し 2億円 78億円 2.6喝
特に実施していない 2000万円 451)菅円 且4%
特に実施していない 2000万円 45億円 0.4'括
連絡網の整備の必要性 6000万円 50{車円 1.2% 
特!こ実施していない 800万円 3000万円 26.7'百
特に実施していない 5000万円 15V宮円 3.3% 
特に実施していない 420万円 4200万円 10.0% 
特に実施していない 1500万円 20億円 0.8% 
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(平成 18年3月 18日)
